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 稲武地域会議委員 一覧 

                          順不同・敬称略 
氏名 かな氏名 所属母体等 備考 

安藤 直人 あんどう なおと NPO 稲武まちづくり協議会  

石橋 佳子 いしばし よしこ （株）どんぐりの里いなぶ  

今泉 喜規 いまいずみ よしのり 稲武商工会  

海野 浩 うみの ひろし 稲武地区民生児童委員協議会  

櫻井 麻沙子 さくらい あさこ 稲武地区ブロックＰＴＡ  

佐々木 祐次 ささき ゆうじ 稲武地区区長会  

高崎 太一郎 たかさき たいちろう NPO 稲武まちづくり協議会  

瀧澤 育夫 たきざわ いくお 稲武地区区長会  

土本 隆雄 つちもと たかお 稲武商工会  

土屋 桂子 つちや けいこ 豊田市社会福祉協議会  

中 拓二 なか たくじ 公募  

西尾 昌直 にしお まさなお いなぶ観光協会  

深見 友和 ふかみ ともかず 稲武地区ブロックＰＴＡ 副会長 

三江 元博 みえ もとひろ NPO 稲武まちづくり協議会 会長 

宮島 明菜 みやじま あきな 稲武地区ブロックＰＴＡ  

 
 
 
 
 
 
 
 



１ 背景 
 稲武地域は、豊田市の北東部に位置し、面積の８７％を山林が占める自然豊かな地
域です。国道１５３号と国道２５７号が中心部で交差する三河山間地域の交通の要衝
となっており、道の駅「どんぐりの里いなぶ」はどんぐりの湯を含め年間約５１万人、
もみじまつり等のイベント時には約４万人が訪れているなど、観光による交流人口は
コロナ流行による減少はありましたが順調に回復しています。 

一方、定住人口については毎年５０人程度減少しており、令和 6 年 1 月１日時点に
は 2 千人を下回るなど、より一層の定住対策が必要不可欠な状況です。現状、定住を
促進するために様々な行政施策に取り組んでいただいていると認識していますが、広
域な豊田市においては、都市部と山村部それぞれの地域特性に応じた柔軟な取り組み
が必要です。 

そのためには、山村条例の理念である『地域への愛着と誇り』を全住民が自分事と
して捉えていくことが重要であり、特に次世代を担う子どもや子育て家庭に対して
「住みやすい地域」や「地域を守っていきたい」という思いを実感してもらうことが
急務となっています。 

 
２ 目指す姿 
稲武地域で育つ子どもが「稲武の生活は楽しくて良い」「地域で役に立っている、地

域の仲間に認められている」など、地域に愛着を持ち、地域生活で自己肯定感を感じ
て、自分たちが稲武を守っていくという意識を高めていくとともに、子育て家庭にと
って「住みやすい地域」になることを目指します。 

 
３ 提言 
稲武で楽しく安心して生活できる「子育ち・子育て」環境づくりについて、次のと

おり提言します。 
 
提言１ 子ども達が様々な人とつながり、地域の良さ・伝統文化を学ぶ機会づくり 

（１）課題 
子ども達に対して、地域全体で見守り育てるという空気が薄れているとともに、

地域の人から地域の良さや伝統文化を受け継ぐ機会が減少しています。 
加えて、地域の伝統文化を支えていくための人材も不足しているため、サポート

してくれる仲間づくりが必要です。 
以上のことから、稲武地域で育つ子ども達が地域に愛着を持ち、様々な人とつな

がり合う機会づくりについて提言します。 
 

（２）取組内容 
 地域のお祭りなどの地域行事に子ども達が運営側として参画できるようにする
など、普段接点がない地域の大人と交流する機会を増やすことで、顔見知りになる



関係づくりにつなげ、この関係性を通じて伝統文化を学びながら継承していけるよ
う取り組んでいきます。 

また、地域内で不足しているマンパワーを補うため、地域外のボランティアを積
極的に受け入れることにより、地域活動や伝統文化を支えつつ、子ども達が多様な
大人と対話、交流できる機会を提供していきます。 
 市に対しては、地域活動に参加してくれるボランティアの募集や地域とのマッチ
ングについて、現在実施されている集落活動サポート事業における対象集落の枠組
みなど、稲武地域における自治区単位で活用しやすい制度拡充の検討をお願いしま
す。 

 
（３）期待される効果 

 稲武地域で育つ子ども達が、様々な人とつながり合い、地域の良さや伝統文化を
学び・体験できることで「地域の役に立っている」、「地域の仲間に認められている」
ことを実感し、地域への愛着心が向上していくことを期待します。 
 

提言２ 居住する地域が異なっても、子ども達に対して学びの選択肢を提供できる 
子育ち支援 

（１）課題 
山村地域の子ども達を取り巻く環境は、都市部と比較して多様な学びの機会を得

ることが難しく、学びについて格差が生じているのが現状です。 
子どもの絶対数が少なく、今後も減少していく見込みであるため、地域では集団

で行う学習やスポーツの機会が得られません。そういった学びを求め、自主的に地
域外のスポーツクラブなどに通う子どももいますが、送迎などは保護者の負担とな
っています。 

また、地域内に塾や習い事をできる場所が少ないなど、子ども達が関心を示すよ
うな様々な学びや、体験ができる選択肢を増やしていく必要があります。 
 以上のことから、稲武地域で育つ子ども達の多様な学びの機会の創出ついて提言
します。 

 
（２）取組内容 

 令和８年度から地域運営に展開する中学校の部活動について、例えば、オンライ
ンで他地域とつながることができるＥスポーツや、起伏ある地域特性を活かして、
マウンテンバイクを取り入れるなど、子ども達の需要に応じた部活動の可能性を地
域として検討していきます。 

また、「いなぶラボ」を拠点に大学等と連携し、リモートによる家庭教師などの
学習支援や、ＩＣＴを活用した学びの講座、子ども達の発意を実現できるモノづく
り体験の提供に取り組んでいきます。 
 市に対しては、ギガスクール構想に基づき整備されたＩＣＴ環境を活用し、学校



での遠隔・オンライン教育などを更に推進し、特色のある学校教育につなげていた
だくとともに、部活動の地域展開における柔軟なサポートをお願いします。 

 
（３）期待される効果 

 山村部と都市部で居住する地域が異なっても、すべての子ども達が選択できる
様々な学びを提供できるようにすることで、「稲武での生活は楽しい」と感じる子
どもが育っていくことを期待します。 

 
提言３ 安心して子どもを預けられる環境づくり 

（１）課題 
以前の稲武地域は、祖父母との同居など家庭の中で子どもを見守る環境がありま

したが、昨今は、定年延長などにより祖父母も働いている家庭や移住した核家族が
増加し、小学生の放課後の預かりについて需要が高まっています。 

一方で子どもの絶対数が少なく、放課後児童クラブの開設基準である利用者数の
常時確保が、現状も今後も難しい状況です。特に夏休みなどの長期休暇に子どもの
預け先が無いことが、地域の喫緊の課題となっています。例え利用者が数人であっ
ても、地域で安心して子育てできる環境が整っていなければ、地域から住民が流出
する要因になってしまいます。 

更には、地域内に高校が無いことから、高校進学とともに地域外に生活拠点を移
す高校生だけでなく、場合によっては保護者が子どものみの生活を心配し一緒に移
動する状況も発生しています。 

高校生のバス通学については、令和 7 年 4 月からバス通学における補助制度の
開始が予定されているなど行政支援を拡充していただけることには大変感謝して
いますが、地域外に生活拠点を移す高校生の生活について、保護者が安心できる更
なる支援が必要と考えます。 
 以上のことから、山村地域で安心して子育てできる環境づくりについて提言しま
す。 

 
（２）取組内容 

 稲武地域内で放課後児童クラブを開設できるように取り組みます。 
市に対しては、すべての地域で平等に子どもの預かり支援ができるよう、公設の

放課後児童クラブの開設基準について、「参加児童数の縛り」や「長期休みのみ開
設ができる」などの緩和を前向きに検討していただくとともに、公設の放課後児童
クラブが困難な場合における代替措置の検討をお願いします。 

また、通学のため地域外に生活拠点を移す高校生については、稲武地域だけでな
く山村地域全体の問題としてとらえ、都市部において学生寮などの生活の拠点とな
る場の必要性について、調査研究をお願いします。 

 



（３）期待される効果 
 保護者が安心して子どもを預けられる支援があることで、「稲武で安心して子育
てができる」「これからも稲武に住み続けたい」と思う子育て世帯が増え、親から
子どもへ地域で暮らす良さが伝わっていくことを期待します。 
 
 

４ 参考資料 
（１）人口・世帯数等 

 令和 6 年（4/1 現在） 平成 17 年（4/1 現在） 増減率 

人口 

0-14 歳 130 人 346 人 △62.4％ 
15-64 歳 796 人 1,755 人 △54.6％ 
65 歳以上 1,040 人 1,053 人 △1.2％ 

計 1,966 人 3,154 人 △37.6％ 
高齢化率 53% 33% 60.6％ 
世帯数 945 世帯 1,075 世帯 △12.0％ 
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（２）観光入込客数［稲武地区］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）稲武小学校・稲武中学校 児童生徒数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）子どもに関するアンケート調査（令和 6 年 8 月実施） 
  ・こども園、小学生、中学生の子どものいる保護者を対象に実施 
  ・有効回答 ３７人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.7% 24.3% 56.8% 10.8% 5.4%
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あなたは、稲武地区を子育てしやすいまちだと思いますか。

子育てしやすい どちらかと言えば子育てしやすい
どちらとも言えない どちらかと言えば子育てしにくい
子育てしにくい
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【「子育てしやすい」「どちらかと言えば子育てしやすい」と回答した人が回答】 
子育てしやすいと思う理由は何ですか。（複数選択可） 

【「子育てしにくい」「どちらかと言えば子育てしにくい」と回答した人が回答】 
子育てしにくいと思う理由は何ですか。（複数選択可） 

あなたが子育てするうえで、あったら良いと思う支援は何ですか。 


